
済生会滋賀県病院を受診された患者さまへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

研究課題名 

（倫理委員会受付番号） 

日本外傷データバンクへの外傷患者登録と登録データを用いた臨床研究

(No.266) 

当院の研究責任者 
塩見直人（救急集中治療科 部長） 

他の研究機関および各施設

の研究責任者 

日本救急医学会（診療の質評価指標に関する委員会）と日本外傷学会（ト

ラウマレジストリ検討委員会）の監督下に、日本外傷データバンクが運

営管理する。 

参加施設：2016年 5月 1日現在で 244施設 

本研究の目的 

・今まで何がわかっていて何がわかっていないのか 

外傷は子供や若年層の死因の第 1 位、2 位を占め、社会的損失（損失生

存可能年数：もし外傷が発生しなければ生存していただろう年数）の大

きい健康問題である。外傷の診療の質を向上し、外傷患者の生命予後、

機能予後を改善することにより、この損失を減らすことが期待できる。

従来、施設ごとの診療の質をアウトカムにより評価することはほとんど

行われてこなかった。また、どのような診療行為がどの程度アウトカム

改善に寄与しているかを定量化したエビデンスも少ない。 

・何を明らかにしようとするのか 

外傷診療に質を向上させるために診療データを活用するためには、現在

行われている診療とその結果に関するデータを全国規模で広く集積し、

分析を行うことが重要となる。それにより、各施設のアウトカムを全国

の施設から集積されたデータと比較することが可能になり、さらに大規

模データを用いることで診療行為とアウトカムとの関連を明らかにする

ことが可能になる。そこで日本救急医学会診療の質評価指標に関する委

員会と日本外傷学会トラウマレイストリ検討委員会が中心となり日本外

傷データバンク（JTDB）を構築した。 

・それによって何が得られるのか 

各施設における外傷診療のデータを全国データと比較することにより各

参加施設における診療の現状を明らかにし、診療の質向上に寄与するこ

とができる。さらに、集積された全国データを分析することで、どの診

療行為が予後を改善しうるか明らかにすること、診断精度の向上、予後

予測指標の作成などの研究を実施することにより外傷診療システム全体

の向上に寄与することが期待される。 



調査データ該当期間 
倫理委員会承認後(2017年 7月 27日)から 2020年 3月 31日まで。その

後は改めて審査を受ける。 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者様及び利用する情報 

上記期間内に済生会滋賀県病院を受診され、重症外傷（6段階の重症度

スコアで 3以上）を有する患者様。個人を特定できる情報を除外した形

で、受傷原因、受傷時の血圧、心拍数、呼吸数、病院での処置・治療内

容、入院日数、死亡の有無などのデータを登録する。 

試料/情報の他の研究機関ヘ

の提供及び提供方法 

個人情報保護下にデータ管理責任者が診療録から患者登録フォーマット

に従って抽出し、日本外傷データバンク専用のウェブサイトから入力す

る（http://www.jtcr-jatec.org/traumabank/index.htm）。データ入力用

ウェブサイトへのアクセスは施設 ID、データ管理者の IDとパスワード

によって管理されている。 

個人情報の取り扱い 

個人が特定できる情報（氏名、住所、生年月日など）は除外した形でデ

ータ収集を行う。データの紛失、改ざん、漏えいなどを防ぐために、デ

ータベースへのアクセスは IDとパスワードにより適切に管理する。収

集したデータは診療の質評価および研究目的以外には使用しない。研究

成果は個人が特定できないような形で発表する。日本外傷データバンク

はデータベース用のサーバー管理を、プライバシーマーク取得業者へ委

託しており、受託業者は適切にデータベースおよびデータを管理する旨

を契約書に記載し、データ取扱いについて適宜日本外傷データバンクが

監督している。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究に関連する企業や団体からの資金援助は受けておらず、利益関係

もない。 

お問い合わせ先 

電話番号：077-552-1221 

所属・職名：救急集中治療科 部長 

担当者氏名：塩見 直人 

備考 
 

 


